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　2007年の新年を迎えた。いよいよ「2007年問題」が現実になる。1947年から1949
年生まれの団塊世代の人々が、今年から３年の間に60歳を迎える。職場では、ベテ
ラン社員が大量に退職してしまい、人手不足・ノウハウ後継者不足が生じる不安があ
る。地域や家庭では、団塊世代の定年退職者に、会社以外の居場所を与えられるのか
という不安がある。また各地域には、仕事を辞めた団塊世代が都市部から地域に戻る
のではないかという期待もある。これが「2007年問題」だ。そこで多くの自治体が「地
域・家庭」に団塊世代を呼び戻そうと、さまざまなプログラムを準備しているという。
　家族意識という観点から見ると、団塊世代は、ニューファミリーという言葉に象徴
される新しい対等な友達家族関係を生みだした世代である。しかし、団塊世代は明確
な性別役割分業家族が多い。意識と実生活の乖離に引き裂かれた世代なのだ。その仕
事人間だった団塊世代の男性が、退職によって「地域や家庭に帰ってくる」。このこ
とは、男女共同参画社会を形成するうえで、基本的によいことだと思う。　
　だが、夫の定年退職後の生活を楽しみにしている人の比率は、夫が85％なのに対
して妻は60％であり、40％の妻は、「夫の定年は憂鬱」と考えているという（博報堂、

2004年「団塊世代の夫と妻の定年に対する意識調査」）。夫と妻の意識差は意外に大きいの
だ。そもそも妻の側からすれば、「これまで会社一筋だったが、今後は地域・家庭に戻る」
というような問題のとらえ方自体に、既に違和感があるのではなかろうか。なぜこれ
までかかわらないでいたのか、なぜそうできたのかをこそ、省みてほしいと思ってい
るのではなかろうか。妻とのコミュニケーションも、「地域・家庭」に向かいあうこと
も、そこから出発するしかないのだと思う。
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